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詩集「魂の一年」ヘの試み
一ケォルケの心象構成をめく、って－
山田杉夫
1はじめに
今世紀初め，ドイツ杼情詩を世界文学の大きな潮流に注ぎいれた，ホーフマンスタール
ゲオルケ，リルケの三人の詩人たちのうち，ホーフマンスタールとリルケは,我国でも数々
の研究論文や訳業で,かなりの程度にまで,その全貌をかいまみることができる。しかし,ひ
とりゲオルゲだけは，第二次大戦前後，第三帝国に「新しい国」のイデーをあたえたもの
として，ドイツにおいてすら，はなはだしい誤解を受け，私たちもこの詩人に対してだけ
は,漠とした恐れ,畏敬の念をもって接してきたようである。だが,RobertBoehringer
の良著,"MeinBildvonStefanGeorge"(1951)JP,BennovonWieseの弟子，
PaulGerhardKlussmannの最近の労作,,,StefanGeorge"(1961)等によって，多
くの写真が伝えている，厳格な何者をも寄せつけぬかのような姿態風貌を示す巨匠風の
ゲオルゲも，次第に私たちに接近しやすくなってきたようである。（この詩人のいくつか
の詩には，池に，あるいは鏡に自身の姿をうつし眺めるといったナルチス・モチーフがう
たわれているが(1)，私たちは，この詩人に独特な，強いナルチスムスにだけ畏敬しては
ならない。）ゲオルゲの詩を一つ一つ丹念に読んでみる時，厳しい言語による造形への力
強い意志を反映したその外形の裏に，あるいは，排他性の強いBund(盟約）への意識の
裏に，詩作の孤独に深くきざまれたゲオルゲの人間としての，詩人としてのまよい，祈念
ともいうべき心情をいくつも汲みとることができる。先人，ヘルダーリンの詩が，美しく
はあっても，豊かな感性，肉体性(Wortleib)の欠除を残しているのに反し，ゲオルゲ
の詩は，まず第一に，私たちをその豊かな感性，官能性で驚かすのである。また，同時代
のリルケに較べてみると，リルケが「新詩集」で物象を即物的に，鮮明に，強いタッチで
うたい，一方において，そこからより広い現代的な精神の深淵，不安の空間を示したのに
反し，ゲオルゲには，このような意味での新しさばないともいえる。だが，ゲオルゲは視
覚的心象を構成する詩的感性の綾が，実に多彩であり，それ故に可視のイメー ジの精妙な
再現がある。また，精神的恩恵と同時に，たえず肉体的，官能的な欲望の充足を求めてや
まぬ姿勢を示す面で，リルケより地上的，人間的な象徴詩人の精神構造を示している。
この小論では，詩集「魂の一年」(DasJahrderSeelel897)のいくつかの詩をめ
ぐって，ゲオルゲの詩が心象を構成していくdichten(詩作する）のあり方をみてみるつ
もりである。詩人である以上，心象を構成する詩作に，その詩人の思想，人格が大きく反
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●●●
一年間夢は青と余伊!になる
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青と金色は，なにか永遠に無垢な世界，あかるい無垢なひびきを表象して，マラルメの
色彩語のように絶対化されている。「魂の一年」の中の,,WeisserGesang"(白い歌）な
どもそのような一例であるが2)，このような例は，ゲオルゲにあってはまれであり，注意
をむける必要のあまりないものである。
再び，この「魂の一年」の第一詩にもどると，ゲオルゲの色彩語は，明確に外界の秋の
物象と結びついている。名詞として用いられているblau,gelb,grauも，そしてpurpur
も，今にも属している物象からと･び離れそうで離れない。色彩語が心象を構成する秋の面
わ，秋の象徴がそこにあり，人は，画家ルドンの描く花環をイメージとしてもつのである。
同じような，多彩に色どられた心象構成の例をもう一つみてみよう。
Diewespenmitdengoldengriinenschuppen
●●
SindvonverschIossnenkelchenfortgeflogen･
Wirfahrenmitdemkahninweitembogen
Umbronzebraunenlaubesinselgruppen.
蜂たちは金緑のうろこをかがやかして
とざされたうてなから飛び去って行った
私たちは小舟に大きな弧をえがかして
錆いるの葉の島々の群をめぐりゆく
「摘み入れの後」の第八詩の第三節である。秋は，もうわかれいこうとしている。風は葉
をむしって，枝にひくく笛の音をならしている。(Einschwachesfl6tenvon
zerpfliicktemaste)灰色の雲がやがてむらがり,国ほ雪(beglanzenderdamast)でお
●●●●●●●●●●
おわれるだろう。この詩には，わかれいく季節の悲愁がある。詩人の内面にくいいってく
る悲愁がある。しかし，詩人の内面はそれにのめりこむことなく,inweitemBogenに
表象されるように，大きく，広く，外界に眼をひろげて，最後の季節のかずかずの華麗な
贈りものを受容しようとする。(Nunsaumenichtdiegabenzuerhaschen/Des
scheidendengeprangesvorderwende･)葉のbronzebraun(錆いろ）とは対照的
な，飛び去って行く蜂たちのうろこのgoldengriin(金緑）。詩人の眼が一瞬とらえた華
麗な季節の贈りものでなくてなんであろう。ここにも，詩人が意識的に構成している色彩
心象の多様性をみてとることができるのである。
以土ゲオルゲの詩の視覚的心象の多彩な色彩をみたのであるが，次に，それとからみあ
って交響する聴覚的心象の例を一つみてみよう。
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Wirfijhlendankbarwiezuleisembrannsen
Vonwipfelnstrahlenspurenaufunstropfen
Undblickennurundhorchenwenninpausen
Diereifenfrijchteandenbodenklopfen.
ぎわ
かすかな風の騒めきにも梢から
した
光のしずくが滴たるのを感謝のおもいで感じ
あいまうこの承たた
その合間に熟れた果実が大地を叩くのを
眺めてはじっと耳をすませた
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同じく「摘み入れの後」の有名なWirschreitenaufundab……に始まる第四詩
の第三節である。ぶなの並木道の豊かな日のきらめきの中をさまよう男女二人の眼に，回
はたんきょう
り咲きした巴旦杏がうつる。やがて，他の人の声に脅かされることのないベンチに無言で
いこう二人に，梢から光が滴り，落ちて大地をたたく果実の音がひびくのである。文学史
家のJ･Kleinは，この音に,心のふれあわない二人を脅かすもの(etwasBedrohliches)
二人の暗い運命を暗示する不安の音を聞いているが3)，詩そのものに無用の物語性をもち
こむようなみかたは詩の正しい鑑賞とはいえない。私たちの耳にひびく大地を叩く果実の
音には，たえず何かが失われていく，時の流れ，季節の転変があるだけで，悲愁とか,寂蓼
●●
といったような想念は感じられないのである。同じ秋の詩で，上田敏の訳で有名になった
ヴェルレー ヌの「秋の歌」(Chansond'automme)が，ヴィオロンの音に，秋のもの
悲しい気息を象徴させ，鐘の音や，とび散らう落葉に，うらさびしい晩秋の悲哀の情を，
世紀末の憂愁をひびかせているのを思いおこすなら，ゲオルゲの詩には，このような情調
象徴詩の傾向が，まったくないことに誰もが気づくであろう。それだけに，光のしずくの
滴り，回り咲きした巴旦杏，大地をたたく果実の音，視覚と聴覚とが交錯して，秋の転変
の見事な象徴となるのである。
●●●●●●●●
さて，このような，秋以上の秋の心象を定着させえたものは何であろうか？詩人は通例
の象徴詩のように，最初から，ある自己の想念を表わそうという意図のもとに風景をみた
のでもなく，また純粋な叙景を意図したのでもなかった。詩人の意図したものは，詩人の
詩的感性がとらえた，外界の秋の事象，色彩，音色を，それ以上のものとして，級密な秋
の心象に造形しようとすることであった。ここに，私たちはゲオルゲの詩芸術への端正な
意志をみるのである。
3Geb4rde(身振り）
次に着目したいのは，ゲオルゲの詩のつくりだす心象の中で，卓抜なあざやかさで浮び
あがるplastisch(彫塑的）な人間の身振り，動作，姿態の視覚的心象である。彫刻家が
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しかしお前は深い幸福を知っているか
そしてお前は無言の涙を尊ぶことができるか？
眼に手をかざして橋の上で
お前は白鳥の列をおっている
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公園の静かな池をめぐっていく二人をつつむ秋は，この詩ではfriihlings-weich(春
のやわらかさ）であって，のどかで明るい。詩人につれそうduもheiter(明るい）で
あり，透明である。一節，二節での，落葉のかぐわしい香りにつつまれたduの明るく詩
人の心をさぐろうとし，賢い言葉で詩人の口まね(nachsprechen)をするイメージは，
何かしら晴れやかなIdylle(牧歌）めいたものすら感じさせる。しかし，橋にたたずんで
眼に手をかざして白鳥の列をおっているなにげないduのGebardeに対する,Doch(し
かし）……に始まる詩人の問いかけはどうだろう。あまりにもこのIdylleのイメージとは
不つりあいに重く，強圧的な発想であり，それでいて女性韻のつたえるひびきは弱く，沈
んでいる。frUhlings-weichな自然にも，明るいduにもfremd(疎遠）な詩人の孤
独な固い顔立ち，そしてまた，それと裏腹の詩人であることの強い誇りがのぞいている。
外界の明るさが，そしてduのなにげない身振りが，かえって詩人の精神の内包を直観さ
せる見事な心象である。思うにこの詩人にとっては,Idylleの世界も,duのもつ世界も
それがいかに詩人を魅惑しようとも，しょせん詩人の詩芸術を造形しようとする強い意志
を麻癖させるものにすぎず，すぐさまこの麻蝉を追い払おうとして詩人の厳しい顔立ちを
のぞかせてしまうのである。
そのほか，ゲオルゲのきざむ彫塑的な像が，うつるな内面，あるいは宗教的ともいえる
受苦をとらえていることも多い。
Sooftichzagendmichzumvorhangkehre:
Dusitzestnochwieanfangsingedanken.
Deinaugehangtnochimmeranderleere.
Deinschattenkreuztdesteppichsselberanken.
とばり
ためらいながら|脹に寄ればいつも
お前はなおも思いにふけるばかり
お前の眼はなおも虚空へとそそがれ
お前の影はじゅうたんの同じ蔓草をよぎるばかり
"WallerimSChnee"(雪の中の巡礼）の第六詩の第三節である。内の虚空をあらわし
て，虚空へとそそがれる眼，夜に浮ぶ音もないランプのほのめきにつつまれた身じろぎも
●
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しない像の心象を，いっそう鮮明に彫りあげるものは，じゅうたんの蔓草模様をよぎる影
だ。その影は，同じ蔓草をよぎって動かない。あくまで審美的な，宗教画を見るような蔓
草をよぎる失意の心象造形である。
同じような例が，「雪の中の巡礼」の第八詩にみられる。窓に置いていつくしんだ花も
そのかいなく蒼白く萎えていく。己れの心から，花咲いた日の運命の思い出を除き去ろう
として,(Umihrerfriihernbliihendengeschicke/Erinnerungausmeinem
sinnzumerzen)鋭',､鋏で，そのむしばんだ花を戯る。P.G・Klussmannは
,,Antifeminsmu#.の章でこの詩にふれ5),この萎えていく花を詩人みずからの愛の形
象にとり,詩人みずからが,彼の愛の破壊者となる(ErwirdzumM6rderseinerLiebe)
と言っているが，ここでは，ただそれに続く第三節の花を裁った後の苛酷な悔恨と，虚空
にもがく心情を表現したGebardeにだけ注目しておきたい。
Wassollsienurzurbitternismirtaugen？
Ichwiinschtedassvomfenstersieverschwande.、
Nunhebichwiedermeineleerenaugen
Undindieleerenachtdieleerenhande.
いたみ
なぜこの花が私の痛苦となるのだろう
窓から消えゆくことを願ったのに.．
まなこ
かくてまたもうつるな眼あげ
・もろて
うつるな夜にうつるな双手さしのべる
悔恨と後に残ったうつるな精神空間をうつして，三度もくりかえされるleeroうつる
な夜の闇をきってのびあがるうつるな両の手の心象。ここにも，詩人がたとえ空虚と孤独
の精神空間をうたっても，あくまでそれを可視の心象としてplastisch(彫塑的）に造形
しようとする心象芸術への強い意志をみせているのであり，私たちは，この詩人の詩の絵
画性と並んで，密度のある彫塑性に驚くのである｡
4官能
ゲオルゲの詩の心象造形の中で，欠くことのできない大きな魅力となるもう一つの特徴
は「魂の一年」のみならず，初期の習作詩集"DieFibel,AuswahlersterVerseG･
(DieFiebelは入門書の意,1901年公刊）に始まり，詩集,,DasBuchderhangenden
Garten"(架空庭園の書,1895.)にその頂点を示しているみずみずしい官能性である。
それは，直接,Leib(肉体）をうたう場合もあり6),また，肉体へのおさえがたい愛慕
をうたう場合もあり7)あるいは，外界の物象とのふれあいにおいて詩全体が，視覚，聴覚
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皮膚感覚等，すべての感覚を通して，そこに官能を感じさせるといった場合もあれば，ま
た，聖なるものが，しばしば生身の肉体をもってうたわれ，私たちを驚かす場合もある。
特に，詩集,,Hymnen"(讃歌,1890.)の冒頭の"Weihe"(霊感）と題する詩のまいお
りてくる女神(dieherrin)を引きよせ，接吻する詩人と，それを拒もうともせぬ女神を
うたった一節は8)，聖と肉体とが美しく融合した例としてよく引用されるところである。
さて，し､ま問題としている詩集「魂の一年」では,"SiegdesSommerg(夏の勝利）
の中のいくつかの詩が，特に官能愉悦の方向をさしている。その第四，第五，第八，第九
の各詩がそれである。この中から，特に美しいイメージと結びついた官能愉悦の例として
第五詩をみてみよう。
Gemahtdichnochdassch6nebildnisdessen
Dernachdenschluchten-rosenkijhngehascllt･
Dertiberseinerjagddentagvergessen･
DervonderdoIdenvollemseimgenasht？
Dernachdemparkesichzurruhewandte･
Triebihneinflijgelschillernallzuweit.
Dersinnendsassanjenesweiherskante
Undlauschteindietiefeheimlichkeit.．
Undvonderinselmoosgekr6ntersteine
Verliessderschwandasspieldeswasserfalls
Undlegteindiekinderhanddiefeine
Dieschmeichelndedenschlankenhals.
美しい絵姿はお前に思い起させるか
大胆に峡谷の薔薇をとらえようとし
狩のあまりに日を忘れ
花のあふれる蜜を畷った少年を？
少年は休もうとし園にむかった
翼の色をかえる蝶が遠くへと誘ったのだ
少年はあの池の辺に想いにふけってすわり
深い秘密に聞きいった
こけの冠をつけた石の群の島から
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白鳥は滝のたわむれを離れた
そして優美な愛撫する少年の手の中に
うなじ
ほっそりとした頚を横たえた
この詩のつたえるものは，光をうけて翼の色をかえる蝶(einflUgelshillern)が暗示
するように，少年を外へと誘ってやまない，謎ふかい外界の官能愉悦の呼び声であり，そ
の呼び声にしたがった少年の「峡谷の薔薇をとらえようとする」，「花のあふれる蜜を畷
る」(naschenは美食する，快楽を味あうの意),「深い秘密に聞きいる」，「白鳥のほっ
そりとした頸を愛撫する」等の行為を示す言葉は，あきらかに少年の日の，外界に身をゆ
だねきった清純な官能愉悦をうたっている。ホーフマンスタールは，「魂の一年」にふれ
た対話形式の"DasGesprachiiberGedichte"(詩についての会話）で，この詩をあ
げ(9)，「これは，おさえがたい憧れ(unstillbareSehnsucht)をうつす純粋な深い鏡
にとらえられた少年時代のZauberkreis(蝿惑の世界）であり，かろやかな小さな雲が
高く山の上に浮かんでいるように，眼に浮かんでくる」と，言っているが，さらにつけ加
えるなら，このZauberkreisは,少年のおさえがたい憧れを駆りたててやまない(treiben)
官能の要素が強いのである。
さて，ゲオルゲの初期の習作詩集「入門書」の"Legenden"(古調）の中の,,SchiilerG｡
（学生）と題する詩は，僧院の陰気な堂にこもり，書にふけって，将来を最も嘱望される
学生が，次第に肉体へ，外界のみしらぬ風，みどりの森，あけがたの牧場の香りへの憧れ
に苦しめられ，ついに僧院を脱出するにいたる過程を，物語風に，叙事的にうたった詩で
ありあまりにもドイツ的な理知と情熱の二元的対立をうたって，そのモチーフ自体は何ら
めずらしいものではない。しかし，「架空庭園の書」をへて「魂の一年」のこのすばらし
い清純な官能愉悦の心象をもつ詩にいたった萠芽をこの詩にみることができるのである。
この詩の最後をみてみよう。
･･･Dochestreibtmichauf
Deraltentotenweisheitzuentraten
Bisichdielebendeerkannt:derleiber
Derblumenundderwolkenundderwellen.
……だが古びた死んだ知識なしですませと
うながす声が私を誘う
いきいきとした知識を私が学ぶまで
いくつもの肉体と花々と雲と波との
derleiber/Derblumenundderwolkenundderwellen・の一句は，独特なか
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がやきを発して，この詩人の官能性を詩の言語にこめようとする意欲のういういしい出発
をつげている。狩のあまりに日を忘れた少年を誘ったものも，このいくつもの肉体と，花
々と雲と波との「深い秘密」にほかならない。
このように「夏の勝利」には，この第五詩にその美しい結晶をみせているように，夏の
青さ(diesommerblaue)に身をゆだねきろうとする方向を示す詩が多く，それだけに
官能愉悦を楽しもうとする詩句が多いのである。例えば，第八詩の…solletihram
frohenorte/Denheissengliedernmildenregenspenden!(よろこばしい場所
できみたちは/熱した手足に柔和な雨を注がねばならぬ）とか，また第九詩のWennvon
deneichenerstemorgenkUhle/Diefeuchtenperlenunsinsantlitzblies(早
朝の冷気が郷の梢から／真珠の露を私たちの顔に吹きつけるとき）さらに…laues
schmiegentrocknetedentau.(抱擁のあたたかみが露をかわかした）等の詩句が，
主として皮虐感覚を通じて，清い原初性をもった官能的な心象をつたえているのである。
以上,詩集「魂の一年」の諸詩にみられる人をひきつけてやまない密度のある色彩，音
色，身振り，姿態，官能性を特徴としたゲオルゲの心象造形のあり方をみてきたのである
が，「魂の一年」が，秋，冬，夏（春は欠けている）の季節の転変をめぐって，一つの
Zyklus(周期）をなして続く詩集である以上，当然，もっと全体的連関の考察が．さら
には，それと照応する詩人ゲオルゲのこの詩集にあらわれている精神状況にまで及ぶ考察
が必要であろう。しかし，筆者はしいてそのような態度はとらなかった。その理由は，
一つには，筆者がゲオルゲの詩を読み始めてからまだ日が浅いということにあり，一つに
は，この詩集の各詩をなるべく一つ一つ独立したものとしてみて，そのそれぞれの詩が，
詩としての魅力をどこにもっているかを探ってみようとする試みがあったからである。そ
の試みの結果，絵画性，彫塑性等のすべてをふくんだ心象芸術としての詩をdichten(詩
作する）しようとする詩人ゲオルゲの詩芸術へのあくことのない意志と，その意志の見事
な反映とを，「魂の一年」の諸詩にみるのである。
〔注〕
1）初期の習作詩集"DieFibel"(入門書）のLegenden(古諜）に，ナルチス・モチー フがみら
れる。
ImwasserinmittenderblassgrUnenalgen
Undschwankerzumufergetriebenerblumen
Erblickternurimmerseineigenesbild.
淡い緑の水藻と岸へと揺れ動かされる
花々のうつる池の水の中に彼は
彼みずからの影像をみつめるばかり
("FrUhlingswende"一春の遷り一から）
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Woichbeimanchemseltsamengerat
Denspiegelglanzendenmetansentdeckt
VordemiChmeineseigenenleibsgeheimnis
Undandererzuerstbedenkenlernte.
多くの不思識な調度のかたわらに私は
かがやく金属の鏡をみいだした
その鏡の前で私は自分の肉体の秘密と
異性のそれをはじめて思案するすべを知った
(SchUler-学生一から）
2)DassiChfUrsiedenweissentraumersanne…………………
私は彼女のために白い夢を考えだしたいと思う…………
3)J.Klein:GeschichtederdeutschenLyrik.S.717参照
4）…m6gemandoch(wieohnewiderredebeidarstellendenwerken)auchbeieiner
dichtungvermeidensichunweiseandasmensChlicheoderlandschaftlicheurbild
zukehren:・・・
(すべての表現をこころざす制作においては異議のないことであるが）一つの詩作品において
も無思慮に人間ならびに地域の原型に思いをむけることは，避けられんことが望ましい。
5)P.G.Klussmann:,,StefanGeorge".S､113参照
●
6）詩集,,DasBuchderhangendenGarten"(架空庭園の書）の第四詩にその例がみられる。
Dieleibervomweissdesmarmorsmitblaulichenadern
Vomsaftigengelbderreife-beginnendenbeeren-
DieleiberdiehenrotwiebliitenundhoChrotwieblut.
青い静脈の浮く大理石の白の肉体
熟しはじめたきいちごの水気を含んだ黄の肉体
花の淡紅，血の深紅の肉体
7）同じく，詩集「架空庭園の書」の第十八詩にその例がみられる。
Wennidlheutnichtdeinenleibberiihre
wirdderfadenmeinerseelereissen
wiezusehrgespanntesehne．
今日お前の肉体にふれえなければ
私の魂の糸は切れてしまうだろう
あまにも張られた弦のように
8),,Weihe"(霊感）最後の第六節。
詩集「魂の一年」への試み
Indemihrmundaufdeinemantlitzbebte
Undsiedichreinundsogeheiligtsah
DasssieimkmggnichtaUezuweichenstreb"
DemfingerstUtzenddeinerlippenah.
女神の口はお前の顔のうえでふるえ
お前が純潔でかくも清められているのをみて
お前の唇の端に指をささえて
くちづけから身を引こうともしなかった
9)H.v.Hofmannstahl:ZweiterBand.ErzahlungenundAufsatze.S.369.参照
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